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『紅いコーリャン』（87年）で衝撃のデビューを果たした張芸謀（チャン・

イーモウ）監督の第三弾たる本作のタイトル『菊豆』は、コン・リーが演じる

ヒロインの名前。もっとも、1920 年代の中国の農村ではカネで若い嫁を買う

因習があったそうだから、菊豆は大変だ。しかも、菊豆の嫁ぎ先のじじい（？）

は、性的不能でサディスト！？ 

そんな設定からは“不倫”の匂いがプンプンするが、案の定、菊豆には玉の

ような男の子（？）が誕生！これは、一体誰の子？ 

原作は中国を代表する現代作家・劉恒（リウ・ホン）の小説だから、そんな

テーマは何ともスリリング！そして、重大なポイントは、舞台を染物屋に変更

したこと。そのため、『紅いコーリャン』に続いて、赤はもちろん、青、黄色

等の原色の美しさが顕著。さらに、じじいの葬儀のシーンでは白の美しさにも

ビックリだ。 

“不倫モノ”は今も昔も悲劇的結末と相場が決まっているが、本作の“衝撃

の結末”はあなた自身の目でしっかりと！さらにそこでは、なぜヒロインが真

っ赤な炎の中に浮かび上がっているのかもしっかりと！ 

─── * ─── * ─── * ─── * ─── * ─── * ─── * ─── * ─── * ─── * ─── 

■□■『菊豆』も20年ぶりに再鑑賞！■□■ 

チャン・イーモウ監督の『菊豆』（『シネマ 5』76 頁）をはじめて観たのは、2004 年 6

月19日だから、20年前。彼の第3弾たる本作も、『紅いコーリャン』（『シネマ5』72頁）

と同じく赤を基調とした色彩感覚が絶品。加えて、お葬式の場面では、白のカラーがメチ

ャ効いている上、舞台を大胆に染物屋に変更したことによって、赤、青、黄色等の原色に

染められた布の美しさが、映画全編を通じて強調されていた。私は第 1 回の鑑賞時の評論
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で、思わず＜『紅いコーリャン』以上の出来＞と書いてしまった（『シネマ 5』78頁）が、

今回もそれが決してオーバーでなかったことを再確認！さらに、入場の際にもらったポス

トカードを見ると、赤色の布を両手で持つ菊豆（コン・リー）の表情が山口百恵そっくり

であることを再確認！ 

■□■小川夏果さんと並んで鑑賞！2人の一致した感想は？■□■ 

私の本作の劇場での鑑賞は 2 度目

だが、何と今回は、『郷 僕らの道し

るべ』（23年）（『シネマ56』11頁）

のプロデューサーとして忙しく走り

回っている、女優でもある小川夏果さ

んと2人で並んで鑑賞することに。こ

れは、九州の鹿児島に住み、伊地知拓

郎監督と共に映画制作活動を続けて

いる彼女が、実家に戻った年末年始に、

デートの時間（？）をセットしてくれ

たためだ。 

彼女と会うのは、2024 年 6 月 17

日の上海国際映画祭に出席し、伊地知

拓郎監督らと会食した時以来、半年ぶ

りだ。もちろん彼女はチャン・イーモ

ウ映画のことはよく知っているが、世

代的に劇場で本作を観た経験はない

はず。したがって、テアトル梅田が年

末年始に「張芸謀 艶やかなる紅の世

界」を開催してくれたのは、私にとっ

てはもちろん、彼女にとっても超ラッキーだった。事前に購入していた一番前の席で 2 人

並んで鑑賞した後の2人の感想は、「ああ、やっぱりすごかった！」と「あの子役はすごい！」

で一致！ 

■□■あの時代の農村の因習と不倫ドラマ（？）にビックリ！■□■ 

本作の全体的な評論は、20 年前に書いた別添の評論で尽きている。しかし 20 年ぶりに

再鑑賞してあらためてビックリしたのは、1920年代の中国の農村における因習と不倫ドラ

マの構成の見事さだ。そもそも、老人が若い嫁を金で買うという因習自体が、一体どの国

の、どの時代の話？誰でもそう思ってしまうが、1920年代の中国の農村では、そんな因習

があったらしい。 

本作は、現代中国を代表する作家・劉恒（リウ・ホン）の原作に基づくものだから、こ
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の因習はきっと本当の話なのだろう。もっとも、前述したように、原作では菊豆（チュイ

トウ）の嫁ぎ先は農村だったが、本作では染物屋に変更されている。その変更が“効いた”

第1のポイントは前述の色彩美だが、もう1つは、菊豆を金で買った初老の男・楊金山（ヤ

ン・チンシャン）（リー・ウェイ）が経営する染物屋の巨大さだ。楊金山が性的不能者なの

か否かは結局はっきりしないが、菊豆は楊氏から新妻らしき性愛を受けることなく、逆に、

毎晩、性的虐待を受けていたからアレレ、アレレ。さらに、楊金山は拾った天青（ティエ

ンチン）（リー・パオティエン）を自分の甥としながらも、後継者とすることを拒み、あく

まで安上がりの労働力とみなしていたからアレレ、アレレ・・・。 

そんな中、楊金山は菊豆が生んだ男の子の誕生を喜び、楊天白（ティエンパイ）（チャン・

イー）という立派な名前をつけて、楊家の後継者と定めたが、そもそも、この天白は誰の

子？少なくとも、観客には彼は菊豆と天青との不倫の結果生まれた子であることは明らか

だ。不倫モノは映画でもTVドラマでも常に人気だが、まさか1920年代の中国の農村で、

こんなでっかい染物屋を舞台に、こんな不倫ものがあったとは！ 

■□■不倫の悲劇は想定内だが、更なる楊家の悲劇にビックリ■□■ 

93分の本作が最後まで緊張感を持ってスピーディーに展開していくのは、天白が菊豆と

天青の子供ではないかと推測されるものの、結局それが表面化しないまま、菊豆と楊金山

との間に生まれた楊家の跡取り息子だという“虚構”でストーリーが進んでいくためだ。

菊豆は早くからそれを天白に打ち明けたいと思っていたが、「それはダメだ」と頑なに拒否

していたのは天青。要するに、「男は優柔不断だが、女は決断が早い」ということだ。しか

し結局、コトあるごとに、この天青の“抑止力”が効いたため（？）、思わぬ形で楊金山が

死んでしまった後は、幼い天白が正式に楊家の後継者と定められ、菊豆は永久に“後家”

を通すことに。そしてまた、天青は同じ屋根の下で過ごさないことと決められてしまった

から、菊豆も天青も大変だ。その上、菊豆も天青も毎年1つずつ年を取っていくのに対し、

天白は 1 年ごとに成長し大人になっていくから、引き続き隠れてコソコソと続けている 2

人の不倫関係がバレるのは時間の問題？そう思っていると、案の定！ 

本作の脚本の妙の 1 つは、天白が口を利くのが遅いこと。そんな天白が初めて口を利い

たのは、「お父さん」という言葉だったのもすごいが、少年期になった天白（チェン・チエ

ン）が、無言のままニヤリと笑う不気味な表情で、水の中に落ちた天青に向かって太い薪

を振り下ろすシーンには、思わずゾー。それを目撃した菊豆の、気も狂わんばかりの狼狽

ぶりや叫びぶりもさすが、女優コン・リーの演技力とチャン・イーモウ監督の演出力だ。

その結果、本作ラストに見る楊家と染物屋の悲劇とは？ 

『紅いコーリャン』では、コーリャン酒で作った火炎瓶を武器とした余占鰲（ユイ・チ

ャンアオ）と九児（チウアル）たちの力で、日本軍の車両を爆破することに成功したが、

他方でコーリャン酒屋は大きな悲劇を生むことになったが、さて本作に見る楊家の悲劇

は？                         2025（令和7）年1月6日記 
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